
統合新病院整備事業の推進

＜ 議題１＞

市立伊丹病院
公立学校共済組合

令和4年11月25日

市立伊丹病院・近畿中央病院

統合委員会資料①



2

１）統合新病院整備工事に係る入札結果について

区分 第１回目入札 第２回目入札

工事件名 統合新病院整備工事

落札者決定予定日 ２０２２年３月２９日 ２０２２年１０月６日

入札方法 制限付き総合評価一般競争入札 制限付一般競争入札

予定価格（税抜き） ２７，７８７，０００千円 ３４，８７４，０００千円

落札者 なし なし

備考 入札参加者あり 入札参加者あり

２）入札不調の原因について

コロナ渦からの緩やか景気回復に伴う受給逼迫や、ウクライナ危機および円安の進行に伴い、原
材料価格・エネルギーコスト・輸送コスト等が高騰し、建設物価が大幅に上昇
特に、鋼材・鋼板・銅・ステンレス（ニッケル）・アルミ・鉛・木材などの海外依存度の高い原材料・資
材価格の高騰が、建設物価の上昇に大きな影響を与えている

【参考】 第１回目と第２回目の予定価格における建築主要工事費に係る上昇率の状況

（「市立伊丹病院検討特別委員会」Ｒ4.6.6資料より抜粋）
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３）統合新病院の整備スケジュールについて

統合新病院の整備工事は、当初計画において、２０２５年度中の開院を目指して準備を進めてきた
が、２０２２年３月における第１回目の入札結果は「不調」に終わっている
さらに、事業費の大幅な見直しを行い実施した２０２２年１０月における２回目の入札においても、再
度の「不調」という結果を受け、スケジュールの見直しを余儀なくされている
入札不調の原因は、コロナ禍の長期化、ウクライナ危機や急激な円安の進行など、世界規模で高
まる不確実性の影響等を受けたこと等が、主な要因にあるものと分析される

② 整備スケジュールの見直し（１回目）2022年6月時点

① 整備スケジュール（当初計画）2021年3月時点

開院時期がさらに遅れることを余儀なくされている
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（１）医療提供体制構築の観点から

① 医師の働き方改革（２０２４年～）へ対応し、地域に必要とされる医療機能を提供するためには、両

病院の統合による組織体制の強化が必要である ⇒ 医療提供体制の継続と充実・強化のために

② 新興感染症等に機動的に対応することのできる統合新病院の整備が、兵庫県が策定する第８次医療計

画（２０２４～２０２９）において求められている ⇒ 市民の安全・安心を確保するために

③ 医師確保のためには、主な医師の派遣先大学を同じくする同圏域内の公立病院の開院と、同年度の開

院を目指すことが求められる ⇒ 統合再編による円滑な医療資源集約のために

（２）安定した運営体制構築の観点から

① 診療報酬改定の方向性に沿った医療機能を提供し、安定的収益を確保するためには、６００床規模の

運営体制の構築が必要とされる ⇒ 機能分化連携による高度医療提供体制の構築が求められている

（３）地域医療構想実現の観点から

① 地域医療構想実現の目標年次は２０２５年となっている

② 住み慣れた地域で必要とされる医療を受診することができるよう、市外で入院されている市民に対し、

高度急性期機能を提供することが、統合新病院の地域医療構想において果たすべき役割である

（４）施設整備の最適化の観点から

① 両病院が別々に建替えを行った場合には、将来にわたる安定的運営が実現不可能であることが、収支

シミュレーション結果により検証されている

② 老朽化の進む市立伊丹病院・近畿中央病院では、救急医療や高度医療等の地域において必要とされる

医療を提供するうえで、施設機能的限界（既存不適格）を迎えている

③ 施設整備に係る有利な財源の確保として、「病床機能再編支援補助事業」の給付は２０２５年度まで

に、「病院事業債（特別分）」の適用は２０２７年度までに、新病院を開院させる必要がある

４）統合新病院整備事業推進の必要性について


